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8 月 1 日（木）「こどもごみ探検隊」開催 

今年は 14名参加、3班に分かれ「こどもごみ探検隊」

が行われました。その中で、小学 4 年生の女の子は、

春先、社会科見学でクリーンセンターを見学し、もっ

と色々知りたいと思い、一人で参加したそうです。そ

して、一日の行程を終えたその子の感想文です。 

 

★ごみの分別ができない人がいるから海も汚れてし

まう。 

★プラスチックごみの一次処理施設を見学。 

・人の手でごみの仕分けをしている事に驚いた。 

  ・一週間（10 トン）のごみを水・木・金で集め分別

に 6日間かかっている。 

 ★何か物を買ったら、あまりレジ袋を貰わない（エコ

バッグ利用） 

 ★いつか世界中の人が分別をしっかりして、きれいな

地球になればいい。 

 ★空き缶を使って、「空き缶カレンダー」を作って見て。 

   普段捨てている物を、もう一度使えないか、家で

も考えてみたい。 

   この感想は日頃誰でも思っている事ばかりかも知れ

ませんが、一日のこのイベントを通じて自分の言葉で

文章にする、子供さんの感性にはとても驚きました。

（昨年のこどもごみ探検隊でも感じた事ですが、この

イベントに参加したすべての子供達が何か心に残って

くれていると思います。） 

  私達 大人も気付いてはいるけど実行に移せない事

が多いです。 

 “百聞は一見にしかず”の言葉通り、もっと多くの人

達に色々なごみ処理施設を見学する機会を作り、暑い・

くさいの悪環境の中で働く人々の苦労を知ることで、も

っと自分に出来る事や、やらなければいけないにの気付

く良いきっかけになるのではないかと思います。 

 （一般公開日を作るのも良いかと思います。）  

 皆さん！！ごみの分別、ごみ減量にご協力を。 

 

☆このミニ情報のカレンダーにて毎月館内で行われる催

しをお知らせいたします。催し物がない日でも、気楽に

お出かけください。良い情報交換ができると思います。 

◎古着の回収 

 ９月６日（金）午前 10 時から正午 

時間内に持参してください。 

 回収する物は、どなたかが着れる状態の衣類で、

破れたり、汚れがあったりするものは回収できま

せん。 

 

 

 

 

 

 

 

   令和元年 ９月号 

1 日 休館日 

2 月  

3 火  

4 水  

5 木  

6 金 古着回収日 10 時～12 時 

7 土 休館日 

8 日 休館日 

9 月 ① 布ぞうり作り 10 時～15 時 

10 火  

11 水  

12 木 ① 着物地～帽子作り 10 時～15 時 

13 金  

14 土 休館日 

15 日 休館日 

16 月 休館日 

17 火 ② 布ぞうり作り 10 時～15 時 

18 水  

19 木 ② 着物地～帽子作り 10 時～15 時 

20 金  

21 土 休館日 

22 日 休館日 

23 月 休館日（秋分の日） 

24 火  

25 水  

26 木  

27 金  

28 土 休館日 

29 日 休館日 

30 月  

 衣類を燃やさずリサイクルしましょう。 

 

 

エコ・ハウス 
（上田クリーンセンター内） 



  
 

８メートル角程の広さで窓が両側に並びます。黒板と反対の出

入り口近くに、小さな『四角い箱』が、”ごみ入れ“として５つ

並んで置かれています。３０㎝ほどの真四角の段ボール製で、プ

リンター用紙の空き箱です。その内側には、用紙が包んであった

ビニール袋が”ごみ袋“として再利用されています。 

〇５つの箱には４㎝角の字体で分別を表示― 不燃物・可燃物・

ペットボトル・空き缶・紙パックと明記されている。 

〇注意事項はそれぞれに表示されています。 

 一例…可燃物～資源紙ごみ以外の紙類。 

一例…ペットボトル  ①ラベルを剥がし洗浄する  

           ②ふたは取り分別する 

どの箱も分類名が黒板側から誰もが読めます。又、「ごみ入れ

箱」のうえの壁には（うらがみ）と書かれたＡ４の封筒が貼られ

ていて誰もが使えます。ここは、一般廃棄物保管所、ごみを片付

け何時も整えられ、躾を含めた意識に感心させられています。 

 ごみ入れにも『身だしなみ』がある！？大事な事だと思います 

『見た目』を心がけてやることの大切さを教えられました。 

 

体験コーナー 

★空き缶のリサイクル 

★牛乳パックのリサイクル 

少しの時間で作れる物があります。 

 

生ごみの堆肥化とごみ減量 
わかりやすく、すぐ実行できるごみ減

量法をアドバイスいたします。 

申し込み､問い合わせ先 

 

 ｢エコ・ハウス｣（上田クリーンセンター内） 上田市天神 3-11-31 ℡23－5144 

 エコ・サポート 21 ホームページ http://www.city.ueda.nagano.jp/hp/ecohouse/ 

さあ！出かけましょう 

エコ・ハウスへ 
 

     ～～～～し か く い 箱 に 思 う～～～～ 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

＊わくわく講座＊  （参加費各回 100 円） 
   申し込みは、９月２日（月）以降、電話でエコ・ハウスへ（受付は電話のみ）。 

 
★ 着物地から帽子作り (定員 8名) 
   日 時 ９月１２日（木），１９日（木） 午前 10 時～午後 3時（2回コース） 

   持ち物 着物（ほどいて）、裏布用、裁縫道具、型紙用紙、昼食 

   諸経費 一回 100 円 

   材料費 別途 

 

★ 布ぞうり作り (定員 10 名) 
   サラッとした感触が素足に心地よく､外反母趾にも効果あり。 

   古布を捨てずにカラフルな布ぞうりはいかがですか。 

   使い古したもめんのシーツ､ゆかた､洋服を裂いて､わらじのように編んで作ります。 
   日 時 ９月９日（月）、１７日（火） 午前 10 時～午後 3時 （2回コース） 

   持ち物 はさみ､ものさし(30cm 位)、昼食 

   材料費 30 円 材料は各自､手持ちの布を持参してください。 

       （ゆかた、シーツ、布団カバー等ほどいて、布を 5～6cm 幅に裂いて持ってきてください。） 

 

 

 


